
令和３年度 第１学期終業式
今年度から二期制になり，１学期の終業式を１０月８日 (金 )にオンラインで行

いました。以下に校長式辞と代表生徒の１学期の振り返りを掲載します。

第1学期 終業式 式辞
校長 遠山 勝治＜前略＞

今年４月の入学式と始業式では，皆さん一人一
人に「身体の内側に『輝き』をもつ生徒」，「身体
の内側に『エンジン』，をもつ生徒」になってほし
いという話をしています。そして，どのようにす
れば，「身体の内側に『輝き』をもつ生徒」や，「
身体の内側に『エンジン』をもつ生徒」になれる
のか，その「ヒント」も併せて話しています。
今，皆さんとこの１学期を振り返っていますが，

体育祭，中総体，新人大会などの学校行事の中で，
または，普段の授業や部活動の中で，この「身体
の内側に『輝き』をもつ生徒」や「身体の内側に
『エンジン』をもつ生徒」に皆さんは何度も出会ったはずです。
思い出してください。皆さんの周りには，自分の「やりたいことや，やるべ

きこと」，つまり明確な目標をもち，その達成に向かって努力を続けている人や，
何か「夢中になるもの」をもち，決してあきらめず，最後までやり抜こうとし
ている人がいたはずです。また，自分がいくら忙しくても，決して不平不満を
言わず，「自分以外の誰かのために，動いている人たち」がいたと思います。こ
れらの人たちは，間違いなく，身体の内側に「輝き」と「エンジン」をもって
います。１学期が終わる今，もう一度，自分の学級の中，部活動の仲間，自分
の家族を見渡してほしいと思います。
以前，皆さんには，野生のゾウと動物園のゾウの違いについて話したことが

あります。動物園のゾウは，野生のゾウの半分しか生きることができない。そ
の理由は解明されていませんが，私は「自己実現の差」だと思うと話しました。
また，自己実現というのは，「自分の可能性を最大限に発揮して生きる」ことで
あることも話しています。
動物園のゾウは，毎日決まった時間に決まった量の餌を与えられます。空腹

で苦しむことはありません。また，危険な目に遭うこともありません。その一
方で，野生のゾウは，食料を手に入れるためには，自分で考え，判断・選択し，
自分で行動しなければなりません。時には，自分よりも強い動物に襲われるか
もしれません。
しかし，野生のゾウの食べる食料は自分の努力の結果手に入れたものであり，

動物園のゾウの食べる餌とは比較にならない味わい深いものであるはずです。
ここで言う「自己実現」，「自分の可能性を最大限に発揮して生きる」ことこ

そ，最も「幸せな生き方」であり，身体の内側に「輝き」，そして「エンジン」
をもつために最も必要なことです。
また，自己実現，「自分の可能性を最大限に発揮して生きる」というのは，「完

璧な自分」や「良い自分」を追い求め，「他者からの褒め言葉」を期待したり，
「大成功」を求めるものではありません。自己実現とは，「自分がどうなりたい
のか」をはっきりさせ，「自分に向き合う作業」を続けながら，「自分らしい生
き方」を手に入れるためのプロセスそのものです。 ＜後略＞

《校 是》 ＜誇り＞ ＜希望＞ ＜理想＞

《学校教育目標》 自ら学び， 心豊でたくましく生きる生徒の育成
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１学期を振り返って

１年１組 串岡 滉 さん
この１学期は，中学校に入学し，定期考査や部

活動，体育祭などの学校行事といった様々な経験
をすることができました。その中でも私は学習と
部活動に一生懸命取り組みました。学習では，日
々の授業を聞き，分からないことがあれば，教科
書で探したり，似た問題を解いたりしました。ま
た，部活動ではうまくなるよう，部活動の仲間達
よりも努力することを意識して取り組んでいます。
これからも，学習と部活動には全力で取り組んで
いこうと思います。
また，学級ではメリハリを意識して活動してき

ました。１年１組はとても賑やかであり，授業で
の挙手が多く，活発に意見が飛び交うクラスです。しかし，積極的な部分と友
達との仲がよいためか，その場に関係のない話で盛り上がり，騒がしくなって
しまうこともあります。学級委員を中心に声掛けを行う仲間も多くいますが，
時には騒がしくなりすぎ，ブレーキが効かなくなってしまう場面がありました。
僕は学級委員としての活動は前期で終わりになりますが，「メリハリのある活

発なクラス」を作れるように，後期も声掛けをしていきたいです。

２年３組 奥村 雅士 さん
１学期に僕が頑張ったことは２つあります。１

つ目は定期テストに向けた勉強です。どの教科の
ワークにも熱心に取り組むだけではなく，授業で
もらったプリントを繰り返し解くなど，反復練習
することを心掛けました。その取組が点数を上げ
ることにつながったと思います。
２つ目は体育祭です。僕たちのクラスは体育祭

を盛り上げるために，団旗やスケルトンうちわな
どの応援グッズを作りました。また，競技の前に
円陣を組んでクラスの団結力を高めました。優勝
することはできませんでしたが，クラスが１つに
まとまり，とても充実した１日になりました。
２学年では当たり前のレベルを上げるために様々な活動をしました。
１つ目は家庭学習に取り組む姿勢の見直しです。クラスによって家庭学習の

提出率は様々でしたが，学習習慣を身に付けるために，学級委員が毎日欠かさ
ず提出するよう呼び掛けを行いました。また，効果的な学習スタイルを確立す
ることができるように各教科の勉強方法を紹介する掲示物を作りました。これ
らの活動はまだまだ見直しが必要ですが，これからも継続していくことで学年
全体の学習に対する意欲を高められると思います。
２つ目は，学校を盛り上げるために仲間とのつながりを深めたことです。中

総体前には１年生と一緒に先輩を応援するメッセージカードを作りました。ま
た，新人大会に向けて部活動ごとに士気を高めるため，学年壮行式を行いまし
た。結果，中総体や新人大会では一中に多くの優勝カップを持ち帰ることがで
きました。
今後は県新人大会もあるため，上位入賞を目指して今まで以上に練習に励み

たいと思います。
２学期は２年生が主体となり，一中を引っ張る立場になります。僕たちは１

年生の手本となりながら共によりよい一中を作れば，３年生が安心して卒業す
ることができると思います。部活動や学習だけではなく，あいさつなどの日常
生活も大切にして過ごしていきたいです。

３年１組 馬渡 紗希 さん
１学期を振り返って良かった点と改善点があります。
良かった点は私たちの目標である，最上級生の自覚をもって行動することが

できたことです。学校行事である体育祭では競技や応援を通して盛り上げるこ
とができました。そして思い出に残る体育祭となりました。中総体では率先し
て学校全体を引っ張り，優勝７種目，準優勝２種目という成績を収められ，３
年生の最後の大会をよい結果で締めくくることができました。生活面ではチャ
イム前着席をすることができたことです。３年生となった頃は全然できてい



なかったチャイム着席が今ではできるようになり，
スムーズに授業を始めることができています。こ
れからも続けられるようにしたいです。
改善点は学習に対する意欲がまだ不十分な面が

あることです。ワーク等の提出物をしっかりと出
せない状態にある人も固定化されつつある傾向が
あります。２学期は呼び掛けを行い，生徒一人一
人の意識を変え，提出率１００％を目指して取り
組んでいきたいと思います。
また，今月には修学旅行があります。コロナの

影響により，今までとは少し違った形になってし
まいましたが，学校を出て，県外に行くことになります。一般の方に迷惑の掛
からないように気を引き締めて行動したいと思います。そして今，この時間を
存分に楽しんで，安全に帰ってきたいと思います。
２学期には入試や卒業式が控えています。それぞれが志望校合格という目標

に向け，家では今まで以上に意欲的に勉強を行い，休み時間などは勉強ができ
る環境を作れるように学年全体で心掛けていきたいと思います。そして安心し
て入試に臨み，卒業式を迎えたいと思います。

生徒会 阿部 航志 さん
１学期は，感染症拡大防止のため前年度同様，

活動の規模を縮小しながらの活動となりました。
しかし，限られた条件の中でも，放送やリモート
などを活用した集会など前年度とは違った形で工
夫をした活動ができたと思います。
特に，各委員会や部活動のコラボ企画では，み

なさんのご協力のもと，様々なことに挑戦するこ
とができました。例えば，放送委員会と図書委員
会で，開館日や新刊の情報を昼の放送を使って流
し，図書室を活用してもらえるよう呼び掛けをす
ることができました。また，中総体や新人大会の
壮行式では，生徒会と放送委員会で各部の抱負や
応援メッセージなどを放送し，全校でお互いを応援する雰囲気を作ることもで
きました。このように，多くのコラボ企画によって委員会や部活動同士がそれ
ぞれの活動を知り，繋がることでより良い生徒会活動になったと思います。ま
た，これらの活動を通し，生徒一人一人が自立し，先輩，後輩たちとの繋がり
を大切にし，自分たちで時代を創っていくという思いを込めた生徒会スローガ
ン「紀」を意識した活動に学校全体で取り組むことができました。
先日の生徒会選挙により，２学期からは，新生徒会による活動が始まります。

ぜひ，私たち一人一人の活躍が光るより良い一中を創り上げるために，引き続
き，ご協力をよろしくお願いします。

３学年 修学旅行（岩手県 盛岡･平泉）他

第３学年修学旅行を１０月２１日(木 )，２２日(金 )の
１泊２日で実施しました。新型コロナウイルス感染症予
防のため，昨年度に引き続き今年度も関東方面ではなく，
感染者の少ない岩手県（盛岡，平泉方面）に研修地を移
して実施しました。

１日目は八木山ベニーランド
でほぼ待ち時間なしでアトラ
クションを楽しみ，その後，
岩手サファリパークでは，ベンガルトラやチーターな
どの野生動物を間近で見学しました。また，ゾウの背
中に乗る体験を楽しむ生徒もいました。
２日目は小岩井農場や岩手県立博物館を見学し，昼に



はわんこそばを体験しました。わんこそばはおもてな
しの心から生まれたという説明を聞きながら，そばを
食べ，盛岡の食文化について見識を深めました。
研修の最後には平泉に立ち寄り，世界遺産の中尊寺

を見学しました。急な坂道を登り平泉の街並みを眼下
に楽しみました。本堂での記念撮影後，奧の金色堂を
見学し，お堂の大きさや柱の装飾，奥州藤原氏につい
ての説明を聞きました。また，金色堂近くには芭蕉の

碑があり，この地で詠んだ句を確認するなど，平泉でし
か味わえない歴史や文化を学ぶことができました。
生徒の塩竈到着はほぼ予定通りの時刻となりました。

バスを降りてくる生徒たちからは「楽しかったぁ」とい
う声が聞かれ，生徒たちにとって思い出に残る充実した
修学旅行になりました。

１学年 うしおの光学習

今年度も第１学年の生徒たちは「うしおの光学
習」に取り組んでいます。
この学習は地域人材を活用し，課題解決や探究

活動に取り組む学習で，本校では２０年以上続い
ている伝統的な学習活動です。
例年，地域の講師の方々に本校にお越しいただ

き，それぞれの先生が専門とする分野の学習を行
っています。今年度は下記の５講座を開設しまし
た。
新型コロナウイルス感染症のため，昨年度は３

回だけの実施でしたが，今年度は回数を５回に増
やして実施します。これまで講座を２回実施し，
生徒たちは講師の先生方の説明を真剣に聞きなが
ら，活発に活動に取り組んでいます。
この「うしおの光学習」で学んだ成果は１２月

３日に実施する「うしおの光学習発表会」で１学
年の保護者の皆様に披露する予定です。
〈ちぎり絵に挑戦〉 講師 市川弘子 様
〈俳句を楽しもう〉 講師 渡辺誠一郎 様
〈伝統切り絵〉 講師 榊原久康 様
〈太極拳で身体づくり〉講師 土井洋子･鈴木洋江 様
〈心を贈る絵手紙〉 講師 遠藤春夫 様

１１月の主な行事予定
１日(月) 避難訓練･引き渡し訓練，みやぎ教育の日 １７日(水) 職員会議
２日(火) 実力テスト(３学年)，弁当日 １８日(木) スクールカウンセラー来校日
３日(水) 文化の日 ２３日(月) 勤労感謝の日
４日(木) 生徒会引継式，スクールカウンセラー来校日 ２５日(木) スクールカウンセラー来校日
５日(金) 進路説明会(３学年) ２６日(金) 立志式(２学年)

１１日(木) スクールカウンセラー来校日 ２９日(月)～１２月６日(月) 教育相談･三者面談(３学年）
１２日(金) 定期考査③(３学年のみ)，市作曲コンクール
※週末や夜間に学校に緊急連絡がある場合は，〔080(6042)1321〕に連絡をお願いします。
※カウンセリングの申込みは，第一中学校〔022(362)1321〕に電話し，内線でカウンセリング室につ
なぐようお申し付けください。


